
１
　
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
大
月
市
役
所
に
備
え
置
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。）

四

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日
山
梨
県
告
示
第
三

百
四
十
三
号

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
市
川
三
郷
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
下
芦
川
字
日
陰
一
三
四
八

河
野
安
津
子

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
猿
尾
二
五
三
五
の
一

江
川
有
恒

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
加
屋
野
二
六
九
七

池
川
伊
左
ヱ
門
、
池
川
武
一
、
池

川
貞
市
、
伊
藤
本
治
郎
、
小
林
三

四
一
、
小
林
宗
清
、
渡
辺
茂
康
、

池
川
猪
作
、
池
川
位
將
、
池
川
豊

重
、
伊
藤
藤
一
、
伊
藤
祐
治
、
小

林
義
清
、
渡
辺
●
松
、
渡
辺
光
吉

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
加
屋
野
二
六
九
八
、
字
三
子

池
川
伊
左
ヱ
門
、
池
川
武
一
、
池

草
履
四
四
三
四

川
貞
市
、
伊
藤
本
治
郎
、
小
林
三

四
一
、
小
林
宗
清
、
渡
辺
茂
康
、

目
　
　
　
次

公
　
　
　
告

○
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二

○
建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し
（
九
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六

そ
　
の
　
他

○
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八

公
　
　
　
告

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
大
月
市
役
所
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
字
竹
沢
二
三
三
七
の
一
、
字
和
田
向
二

相
馬
茂
子

三
四
七
の
二
、
二
三
七
二
、
二
三
七
二
の
内
一

大
月
市
七
保
町
瀬
戸
字
竹
沢
二
三
三
八

相
馬
金
吉

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
水
源
の
涵か
ん

養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
九
年

一
月
十
二
日

第
二
千
六
百
六
十
三
号

木　曜　日



池
川
猪
作
、
池
川
位
將
、
池
川
豊

重
、
伊
藤
藤
一
、
伊
藤
祐
治
、
小

林
義
清
、渡
辺
●
松
、
渡
辺
光
吉
、

池
川
慶
一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
長
屋
二
六
九
六

池
川
猪
作
、
池
川
位
將
、
池
川
豊

重
、
伊
藤
藤
一
、
伊
藤
祐
治
、
小

林
義
清
、
渡
辺
●
松
、
渡
辺
光
吉
、

池
川
慶
一
、
池
川
栄
治
郎
、
池
川

萬
作
、
渡
辺
周
作
、
小
林
清
作

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
加
屋
野
二
六
九
九
、
字
三
子

渡
邊
亘

草
履
四
三
八
五
、
四
四
〇
一
、
字
長
屋
二
六
九
五

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
笹
合
四
四
六
四

小
山
大
吉

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
三
八
八
、
四
四

伊
藤
初
夫

三
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
三
八
九
の
一
、

渡
邊
●
正

四
三
八
九
の
二
、
四
三
九
〇
、
四
三
九
七
、
四
三
九
八
、
四

三
九
八
の
内
一
、
四
三
九
九

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
〇
九

古
沢
せ
き
、
内
藤
榮

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
一
三

内
藤
榮

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
一
九
、
四
四

池
川
栄
一

二
五
、
四
四
三
七

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
二
三

伊
藤
太
右
エ
門

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
三
八
、
四
四

小
林
利
広

四
七

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
四
九

小
林
位
臣

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
五
〇

赤
池
宗
次
郎

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
五
一

渡
邉
俊
雄

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
三
子
草
履
四
四
五
四

赤
池
憲
雅

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
水
浴
堂
四
五
三
一
、
四
五
三

小
林
艶
子

二
二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
水
源
の
涵か
ん

養

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

市
川
三
郷
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

市
川
三
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日
山
梨
県
告
示
第
三

百
四
十
四
号

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
に
、
縦
覧
に
供
さ

れ
た
農
用
地
利
用
配
分
計
画
に
つ
い
て
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

二



平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
農
用
地
利
用
配
分
計
画

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者
　
　
　
賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称
　
居
住
し
、
又
は
所
　
所
在
　

面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

在
す
る
市
区
町
村

松
本
重
崇

甲
府
市

中
央
市
高
部
字
東
林
千
二
百

一
、
五
一
九
・
〇
〇

三
十
一
番
外
三
筆

中
央
市
浅
利
字
沼
久
保
三
百

一
、
四
七
九
・
〇
〇

五
十
九
番
外
五
筆

中
央
市
高
部
字
明
治
七
百
二

八
九
一
・
〇
〇

十
一
番
一

中
央
市
高
部
字
東
林
千
二
百

二
、
二
八
二
・
〇
〇

四
十
番
外
四
筆

中
央
市
高
部
字
明
治
六
百
五

一
、
九
五
四
・
〇
〇

十
番
外
一
筆

丸
山
裕
幸

甲
府
市

笛
吹
市
春
日
居
町
徳
条
字
寺

四
、
一
四
六
・
〇
〇

ノ
前
百
番
一
外
四
筆

神
津
直
己

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
成
沢
字
梨
木

三
四
一
・
〇
〇

畑
五
百
三
十
四
番
一
外
一
筆

小
野
晃
良

山
梨
市

山
梨
市
上
石
森
字
松
葉
田
六

九
六
五
・
〇
〇

百
四
十
四
番

高
石
久
雄

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
窪
平
字
東
大

二
、
三
五
八
・
〇
〇

庭
千
二
百
三
十
六
番
外
四
筆

堀
内
誠
貴

山
梨
市

山
梨
市
東
後
屋
敷
字
天
神
三

一
、
三
二
三
・
〇
〇

百
八
十
八
番
外
二
筆

山
梨
市
東
後
屋
敷
字
木
ノ
宮

二
、
五
一
〇
・
六
二

二
百
八
十
五
番
外
六
筆

岡
辰
也

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
倉
科
字
平
起

一
、
七
一
五
・
〇
〇

五
千
二
百
三
十
番

広
瀬
武
彦

山
梨
市

山
梨
市
牧
丘
町
倉
科
字
丸
山

一
、
二
五
六
・
〇
〇

六
千
九
百
六
十
七
番
七
外
二

筆

中
澤
昭

山
梨
市

山
梨
市
大
野
字
榎
木
田
五
百

三
、
二
九
五
・
〇
〇

十
三
番
一
外
七
筆

岸
本
聖
也

山
梨
市

山
梨
市
万
力
字
金
櫻
三
千
六

六
、
八
六
四
・
〇
〇

百
十
二
番
外
八
筆

中
村
達
洋

山
梨
市

山
梨
市
歌
田
字
松
畑
六
百
四

九
、
一
九
〇
・
〇
〇

十
四
番
一
外
十
一
筆

有
限
会
社
山
梨

山
梨
市

甲
州
市
塩
山
竹
森
字
田
沢
八

一
、
四
一
八
・
〇
〇

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

百
六
十
九
番
一

ン雨
宮
陽
一

山
梨
市

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
藤
七
　

五
、
六
〇
七
・
〇
〇

三
千
百
六
十
番
一
外
五
筆

雨
宮
健
二

山
梨
市

笛
吹
市
八
代
町
南
字
柳
田
四
　

二
、
四
〇
三
・
〇
〇

千
九
百
十
番
一
外
一
筆

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

三



町
田
陽
平

山
梨
市

笛
吹
市
春
日
居
町
小
松
字
下

一
、
〇
八
七
・
〇
〇

河
原
千
百
四
十
五
番
外
一
筆

野
草
の
さ
と
・

大
月
市

大
月
市
富
浜
町
宮
谷
字
宮
ノ
　

二
五
、
七
一
三
・
〇
〇

大
月
加
工
セ
ン
　

腰
千
百
三
十
四
番
一
外
四
十

タ
ー
企
業
組
合
　

三
筆

株
式
会
社
ま
る

南
ア
ル
プ
ス
市

南
ア
ル
プ
ス
市
西
南
湖
字
釜

三
、
〇
五
〇
・
〇
〇

み
東
南
湖
青
果
　

無
千
二
百
二
十
番
外
一
筆

地
方
卸
売
市
場

手
塚
有
紀

南
ア
ル
プ
ス
市

南
ア
ル
プ
ス
市
西
野
字
前
原

三
、
三
五
二
・
六
七

二
千
九
百
三
十
五
番
一
外
一

筆

齊
藤
政
之

南
ア
ル
プ
ス
市

南
ア
ル
プ
ス
市
西
野
字
前
原

一
、
〇
〇
〇
・
二
三

二
千
九
百
三
十
五
番
一

有
限
会
社
梶
原

北
杜
市

北
杜
市
高
根
町
下
黒
沢
字
斜

二
六
、
七
九
二
・
〇
〇

農
場
　

三
百
九
十
八
番
外
三
十
三
筆

浅
川
辰
一

北
杜
市

北
杜
市
大
泉
町
谷
戸
字
方
城

四
、
九
六
五
・
〇
〇

三
千
百
四
十
番
外
一
筆

農
事
組
合
法
人

北
杜
市

北
杜
市
高
根
町
浅
川
字
前
田

二
、
〇
一
六
・
〇
〇

玉
浅
　

二
千
四
百
九
十
九
番
外
二
筆

高
橋
雄
一
郎

北
杜
市

北
杜
市
長
坂
町
大
井
ヶ
森
字

八
、
二
二
七
・
〇
〇

上
フ
ノ
リ
平
千
三
百
八
十
五

番
外
四
筆

畑
山
貴
宏

北
杜
市

北
杜
市
高
根
町
小
池
字
前
田

五
、
四
二
五
・
〇
〇

三
百
四
十
三
番
一
外
二
筆

近
藤
慎
吾

甲
斐
市

中
央
市
高
部
字
明
治
四
百
八
　

一
、
六
三
六
・
〇
〇

十
番
外
三
筆

三
森
美
紀
子

笛
吹
市

甲
州
市
塩
山
千
野
字
下
河
原
　

一
、
四
七
〇
・
〇
〇

二
百
七
十
番
一

甲
州
市
塩
山
中
萩
原
字
北
原

一
二
七
・
〇
〇

千
五
十
二
番

武
田
光
男

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
字
下
田

一
、
〇
八
七
・
〇
〇

町
三
十
三
番

中
川
正
沖

笛
吹
市

笛
吹
市
御
坂
町
成
田
字
●
原

二
、
九
三
二
・
一
三

千
六
百
九
十
四
番
外
三
筆

岡
和
彦

笛
吹
市

笛
吹
市
境
川
町
大
窪
字
滝
の
　

八
〇
六
・
〇
〇

上
五
百
六
十
番
一
外
一
筆

ま
る
し
ょ
う
農

笛
吹
市

笛
吹
市
御
坂
町
上
黒
駒
字
村

一
、
一
一
五
・
〇
〇

園
株
式
会
社
　

北
西
割
四
百
八
十
五
番
一

笛
吹
市
御
坂
町
上
黒
駒
字
村

二
、
三
〇
〇
・
〇
〇

北
西
割
四
百
八
十
六
番
二
外

二
筆

雨
宮
光
治

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
字
若

一
、
七
七
八
・
〇
〇

鞭
町
四
百
十
一
番
一
外
二
筆

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
字
夕

二
、
六
六
〇
・
〇
〇

雨
田
町
二
百
九
十
四
番
三
外

四
筆

風
間
重
徳

笛
吹
市

笛
吹
市
御
坂
町
金
川
原
字
伊

一
、
六
五
〇
・
〇
〇

勢
原
千
四
百
四
十
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

四



石
川
修
　

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
北
字
金
地
蔵
　

一
、
五
三
一
・
〇
〇

千
三
百
三
十
九
番
一

萩
原
幸
二

笛
吹
市

笛
吹
市
春
日
居
町
熊
野
堂
字

一
、
四
二
六
・
〇
〇

市
道
五
百
三
十
五
番
一

萩
原
文
雄

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
塩
田
字
大
新
　

四
三
八
・
〇
〇

田
千
四
百
九
十
七
番
一

笛
吹
市
一
宮
町
塩
田
字
大
新
　

一
、
三
一
八
・
〇
〇

田
千
三
百
九
十
七
番
一
外
一

筆笛
吹
市
一
宮
町
塩
田
字
小
新

五
六
八
・
〇
〇

田
千
三
百
五
十
六
番

岩
間
富
夫

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
末
木
字
薬
師

一
、
六
七
二
・
〇
〇

堂
二
百
六
十
三
番
一

板
倉
由
加
子

笛
吹
市

笛
吹
市
御
坂
町
竹
居
字
後
田

一
、
五
六
五
・
八
七

四
千
五
百
四
十
番
一
外
四
筆

三
枝
一
彦
　

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
金
沢
字
天
狗

六
三
六
・
〇
〇

平
九
百
六
番
一

株
式
会
社
Ｉ
●

笛
吹
市

笛
吹
市
石
和
町
中
川
字
政
廣

一
、
三
六
九
・
〇
〇

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　

九
百
九
十
五
番

笛
吹
市
石
和
町
中
川
字
松
本

六
、
二
二
三
・
〇
〇

六
百
二
十
三
番
外
六
筆

親
松
久
卓

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
南
字
横
田
二
　

一
、
六
四
八
・
〇
〇

千
六
百
四
十
七
番
一
外
二
筆

依
田
久
義

笛
吹
市

笛
吹
市
御
坂
町
夏
目
原
字
午

二
、
五
九
四
・
〇
〇

新
田
千
四
百
六
十
九
番
一
外

三
筆

石
原
光
雄

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
東
原
字
松
原

一
、
一
六
三
・
〇
〇

六
百
七
十
二
番
外
一
筆

齊
藤
忠
次

笛
吹
市

笛
吹
市
御
坂
町
大
野
寺
字
北

一
、
四
四
四
・
〇
〇

平
千
七
百
二
十
八
番
一

齊
藤
竜
一

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
字
角
田
　

一
、
七
五
〇
・
〇
〇

千
百
九
十
八
番
一
外
二
筆

小
野
●
孝

笛
吹
市

笛
吹
市
一
宮
町
竹
原
田
字
夕

一
、
二
三
四
・
〇
〇

雨
田
町
三
百
二
十
六
番
一

浅
野
旭

笛
吹
市

笛
吹
市
八
代
町
高
家
字
八
反

二
、
六
四
一
・
〇
〇

田
五
百
二
十
一
番
一
外
三
筆

古
川
勉

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
赤
尾
字
川
除
下

一
、
八
三
八
・
〇
〇

百
九
十
九
番
外
三
筆

古
屋
聡
　

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
菖
蒲

六
、
〇
七
二
・
〇
〇

沢
二
千
七
百
八
十
一
番
一
外

七
筆

日
原
孝

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
藤
七

八
二
七
・
〇
〇

三
千
二
百
十
二
番
一

小
林
敏

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
山
字
小
林
二

一
、
二
八
一
・
〇
〇

千
百
三
十
九
番
一

内
田
や
す
え
　

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
字
南
林

一
、
三
二
三
・
〇
〇

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

五



二
千
九
百
八
十
四
番

秋
山
崇

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
下
岩
崎
字
竹

二
、
九
九
六
・
〇
〇

之
後
二
百
五
十
四
番
外
三
筆

北
井
武
文

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
西
広
門
田
字
●

八
七
五
・
〇
〇

原
田
二
百
十
五
番
一

内
田
栄
昭

甲
州
市

甲
州
市
勝
沼
町
菱
山
字
苦
名
　

四
七
二
・
〇
〇

原
二
千
七
百
八
十
四
番

岡
一
貴

甲
州
市

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
字
井
戸

一
、
〇
七
三
・
〇
〇

地
八
百
四
十
二
番

た
と
み
農
園
株
　
中
央
市

中
央
市
布
施
字
白
ノ
塚
二
千
　

二
、
二
四
一
・
〇
〇

式
会
社
　

八
百
九
十
番
一

塚
田
敏
　

中
央
市

中
央
市
関
原
字
柿
戸
原
千
三
　

九
八
九
・
〇
〇

百
九
十
番
一
外
一
筆

株
式
会
社
●
庵
　
南
巨
摩
郡
富
士
川

南
ア
ル
プ
ス
市
西
南
湖
字
釜

三
、
〇
五
六
・
〇
〇

町
　
　

無
千
二
百
三
十
九
番
外
二
筆

株
式
会
社
昭
和

中
巨
摩
郡
昭
和
町

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
穴

三
、
五
八
九
・
〇
〇

や
さ
い
畑
み
な
　

田
千
六
百
二
番

い（
詳
細
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
二
の
１
に
掲
げ
る
場
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

二
　
縦
覧
の
場
所
等

１
　
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
山
梨
県
農
政
部
担
い
手
・
農
地
対
策
室

●
２
●
期
間
●
こ
の
公
告
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
六
日
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の
休
日
を
除
く
日

３
　
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

三
　
意
見
書
の
提
出
先
等

１
　
提
出
先
　
二
の
１
に
掲
げ
る
場
所

２
　
記
載
事
項

（一）

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

（二）

利
害
関
係
の
内
容

（三）

意
見

３
　
提
出
期
限
　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
六
日

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
四
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
塚
原
天
幕
商
会

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
高
畑
二
丁
目
十
七
番
十
一
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
入
倉
利
重
相
続
人
　
入
倉
公
司

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
六
）
第
九
三
九
六
号

四

処
分
の
内
容
　
と
び
・
土
工
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
八
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
ブ
レ
イ
ン
ズ

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
中
小
河
原
町
五
百
七
十
一
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
依
田
武

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
特
│
二
四
）
第
九
五
七
三
号

四

処
分
の
内
容
　
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
左
官
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

六



業
、
石
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
鉄

筋
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
、
板
金
工
事
業
、
ガ
ラ
ス
工
事
業
、
塗
装
工
事
業
、

防
水
工
事
業
、
内
装
仕
上
工
事
業
、
熱
絶
縁
工
事
業
、
建
具
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る

特
定
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
十
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
有
限
会
社
川
口
工
務
所

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
川
田
町
九
百
三
十
三
番
地
四
十
三

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
清
算
人
　
川
口
猛
夫

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
四
）
第
五
一
八
号

四
●
処
分
の
内
容
●
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工

事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
Ｏ
Ｚ
Ｋ

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
斐
市
下
今
井
千
六
百
十
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
尾
崎
貴
士

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
六
）
第
九
三
二
四
号

四
●
処
分
の
内
容
●
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
、
左
官
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル
・
れ
ん

が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
、
鉄
筋
工
事
業
、
板
金
工
事
業
、
ガ
ラ
ス
工
事
業
、
塗
装
工
事
業
、
防
水
工

事
業
、
内
装
仕
上
工
事
業
、
熱
絶
縁
工
事
業
及
び
建
具
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消

し
五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃
止

し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
八
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
広
瀬
基
工

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
山
寺
六
百
二
十
九
番
地
五

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
広
瀬
直
樹

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
七
）
第
八
九
四
三
号

四
●
処
分
の
内
容
●
と
び
・
土
工
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を

廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
ふ
じ
で
ん

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
甲
府
市
朝
気
三
丁
目
二
十
一
番
二
十
九
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
赤
池
正
宏

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

七



三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
五
）
第
一
四
九
一
号

四
●
処
分
の
内
容
●
消
防
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
有
限
会
社
柳
田
建
設

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
富
士
吉
田
市
竜
ケ
丘
三
丁
目
十
番
十
三
号

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
柳
田
菊
雄

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
三
）
第
九
六
一
七
号

四
●
処
分
の
内
容
●
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工

事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
株
式
会
社
市
川
工
務
店

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
西
南
湖
千
七
百
八
十
八
番
地

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
市
川
剛

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
四
）
第
五
一
六
八
号

四
●
処
分
の
内
容
●
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
及
び
水
道
施
設

工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

建
設
業
の
廃
止
の
届
出
に
基
づ
く
許
可
の
取
消
し

許
可
を
受
け
た
建
設
業
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
許
可
を
取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一
　
処
分
を
し
た
年
月
日
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

二
　
処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

１
　
商
号
又
は
名
称
　
有
限
会
社
シ
グ
ナ
ル

２
　
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
　
南
ア
ル
プ
ス
市
西
野
千
七
百
四
十
八
番
地
三

３
　
代
表
者
の
氏
名
　
長
谷
部
哲
也

三
　
許
可
番
号
　
山
梨
県
知
事
許
可
（
般
│
二
八
）
第
七
六
一
八
号

四
●
処
分
の
内
容
●
塗
装
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可
の
取
消
し

五
●
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実
●
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
九
日
付
け
で
四
に
掲
げ
る
建
設
業
を
廃

止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

そ
　
の
　
他

山
梨
県
道
路
公
社
公
告
第
五
号

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
。

平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
管
理
事
務
所
長
　
　
寺
　
　
岡
　
　
　
　
　
清

一
　
一
般
競
争
入
札
に
付
す
る
事
項

１
　
工
事
名
　
一
般
国
道
百
四
十
号
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補
修
工
事

２
　
工
事
場
所
　
山
梨
県
山
梨
市
三
富
川
浦
地
内
か
ら
埼
玉
県
秩
父
市
大
滝
地
内
ま
で

３
　
工
事
概
要
　
は
く
落
防
止
工
　
Ｆ
Ｒ
Ｐ
メ
ッ
シ
ュ
設
置
　
Ａ
＝
七
八
八
平
方
メ
ー
ト
ル

４
　
工
期
　
平
成
二
十
九
年
二
月
三
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
日
ま
で

５
　
予
定
価
格
　
四
千
五
百
七
十
四
万
八
千
八
百
円

二
●
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
期
間
●
平
成
二
十
九
年
一
月
十
九
日
（
木
）
か
ら
同
月
二
十
五
日

（
水
）
ま
で
の
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
定
め
る
県
の

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

八



休
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

と
す
る
。

三
●
そ
の
他
　
詳
細
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
管
理
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
配
布
す
る
一
般
競
争
入
札
公
告
、
設
計
図
書
等
に
よ
る
。

（U
R
L

）http://w
w
w
.fruits.ne.jp/̃ karisaka/nyuusatujouhou.htm

l

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
二
日

九



発
行
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梨
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丁
目
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番
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号
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丁
目
六
番

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
六
十
三
号
　
　
平
成
二
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年
一
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十
二
日
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